

































































































































（駒林 1994）は，日常生活で活用されにくいという問題がある（たとえば，Carraher et al. 1985, Lave 




































































































表１ 教育内容と方法のマトリックス (加藤2014 p.66を参照) 
  教育方法 
  教師 学生 
教育内容 
教師 A B 











しながら作問させる。たとえば，ゴールベースドシナリオ（Goal Based Scenario 以下GBS）に着
目した場合，「GBS を英語の授業に導入する場合の具体例を挙げよ」「GBS と個別教授システムの違














































 デールの経験の円錐は 1950 年の図であるため古めかしいように見えるが，情報通信技術




図2 図：デー ル「経験の円錐」 











































越境に伴う学習とは，アイデンティティの観点からみると，すなわち，今の自己（what is part of me）
が，これまでにはなかった自己（what is not yet part of me）になっていくことである。アクティブ・
ラーニングはこのような新しい自分との出会いを可能にする教育方法としても意義がある（Sten and 
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